






でした。型業界きつての徳望家でした.彼の5代田が、現在のモールドメーカ

一株式会社力ミジョウ社長の上傑真徳氏です.

それから、人形製作の最終工程で最も大切なのは彩色です.パープーは、頭

震が盆震と赤重量との二種類が作られました。学用昂や家庭用昆などのセルロイ

ド製昂は、生地そのものに色模様がついています.が、セルロイド玩具・人形

は無地ですから、目、 費、頭髪などの彩色が必要です.彩色にはセルロイド用

の塗料が使用されました。

*千種穏は明治Zラ年、資本主主五千円を投じて大阪福島村(梅田停車場の伺近)

に工場を建設し、セルロイド生地の製造に着手、失販。しかし、その過程でゼJLロ

イド塗斜の製造ピ使用百活宅生み出しました。彼lJ;eJLロイド玩具人形が主力産業

の東京12来て塗糾で大きな資金電報ぎました*

第一次世界大戦が終わり、世界中が不況になりました.大正8年までに、東

京の千種セルロイド、ローヤルセルロイド、一条セルロイド、奉セルロイド，

十全セルロイドが合併して、中央セルロイド株式会社となることが決定しまし

た.大正7年3月、干草穏は引退を宣言し一切の事業から、あっさりと手をひ

いてしまいました三.

(その進退の鮮やかさは、名将の軍を駆るにち似て真に水際立っていた)と

雑誌に書かれました。

パープ一等の製造は、干草工場で技術を修得して独立した小林大八工場など

のセルロイド加工業者に引き継がれました.キューピーは才リエンタル・ 卜ー

イさんが新型の盆型を作り7メリ力型のキューピーを駆逐しました.

***** 
日本のセルロイド人形玩具の苅外輸出が、大正末年から昭和10年にかけて

隆盛でした.この件について数字による説明が「セルロイド研究調査報告書・

平井東行Jに書いてありますのでお読みいただければ幸甚です.

この時代のセルロイドの生産体系は-穫ではありませんでした.

例えば、渋江公園記念碑に「セルロイド業関係者数万jとあります.また、セ

ルロイドハウス横浜館の彩色業者の名簿には40名が載っています.が、実際

の数字は下請・内職1万人以上です。(彩色業者はセルロイド産業の中で独立し

た形態になっていました)

金型工は2千人(現在は平井英ーさん唯一人)ち、いたようでした。
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